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第11表 開ケ丘周辺の製鉄関連遺跡一覧
番号 遺跡 名 遺構名 形態分類・備考 番号 遺跡名 形態分類 備考 番号 遺跡名 形 熊分類 ・備 考

l 開ケ丘狐谷Ⅲ E区炭禁 IB-2a 開ケ丘狐谷Ⅳ 焼 壁 土 坑 =含ヒJヒ Il 製鉄 炉

T区炭祭 b IB-3a 開 ケ丘狐 谷 ] 焼壁土坑 三熊 北 Ⅲ 炭 窯

2 開 ケ丘 中山 I 炭 窯 IB 2aあ るいはIB 2c 開 ケ丘狐 谷 焼壁 土坑 山本 太子 窯 跡 炭 窯

3 開ケ丘中山V 1号窯 d IB-ld 三熊 中 山窯 跡 IB-2a 野 田池 C 製鉄炉・炭窯

2号窯 不 明 三熊 内 山雫跡 群 梨 徐 併→告 艦 窒 野田池B 炭窯

製鉄炉 半地下式円形竪型炉 坂下新 I窯跡群 製鉄炉・炭窯 野田A 製鉄炉・炭窯

4 御坊山 1号窯 f IB-2a 池田官前窯跡 炭窯 草山B 製鉄炉・炭窯

2号窯 宮 IB 3類 三熊 製鉄 椎土 製鉄炉 炭窯
3号窯 h IB 2aあるいはIB 2c 三熊袋田 須恵器窯・炭窯 石 太郎 G 製鉄炉・炭窯

製鉄 炉 半地下式円形竪型炉 坂下新 ]窯跡群 炭 窯 上野赤坂 A 裂 鉄 甲 ・ 反 窯

5 開 ケ丘 中山 Ⅲ 焼壁土抗 坂 下新 Ⅲ窯 跡 炭 窯 石 太郎 C 裂鉄 炉 ・炭窯

6 開 ケ丘 中山 Ⅳ 1号窯 k 中世 の炭窯 坂 下新 Ⅳ窯 跡 製鉄 炉 土 台 A
2号窯 1 室 律 加 V 須 恵器 窯 ・炭 窯 表 野 炭窯

3号窯 室仁 池 Ⅵ 裂鉄 炉  炭窯 東山Ⅱ 製鉄炉・炭窯

7 開ケ丘中山窯跡 炭窯 室住池Ⅶ 製鉄炉 東山 I 製鉄炉

8 開ケ丘中 集落 生 産 室住池Ⅳ 炭窯 高山 炭窯

9 開ケ丘ヤシキグ 集落 土師器窯 室住池Ⅱ 製鉄炉・炭窯

第12表 開ヶ丘地内・周辺古代生産関連遺構14c年代測定結果一覧
遺跡名 区 遺構番号 所属時期 ラベル 補正年代

コ
CBP 暦年被IcralBC(95%信頼限界) code No 分析法

開ケ丘狐谷Ⅲ E 炭窯 余良～平安 補強材 (構築材 ) 1280=L40 661-783 (89%) Iい堂代おr3038ユ ハごvIS

炭窯 b 余良～平安 炭窯サンプル8出土炭化材 1280± 30 665780(9990/。 ) MIJC-04021 AMS
開ケ丘中山V 1号炭窯 d 奈良～平安 第1号窯出土炭化材 1290=L40 658-782 (94%) Iハロ蛹代-10351 AMS

1340=L40 640733(80%) Iハu嶋代-10352 AMS
開ケ丘中山 IV H 1号炭窯 k 奈良～平安 H区第 1号窯 出土炭 ヒ材 1070=L40 894-1021 (100%) Iハロ仝口代-10342 AMS

2号炭窯 1 奈良～平安 H区第 2号窯 出土炭 ヒ材 970=L40 9951162(100%) Iハu令口代-10344 AlvIS

1号炭窯 奈良～平安 H区第 3号窯 出土炭 ヒ材 990=L40 983-1073 (58%) IAu地ヘー10343 AMS
1号炭窯 k 奈良～平安 H区第 1号窯 出土炭 ヒ材 750三 L50 11841305(94%) Iハロ代-52 β

2号炭窯 1 奈良～平安 H区第 2号窯 出土炭 ヒ材 1070こL80 7771072(89%) IA口代54 β

3号炭窯 奈良～平安 H区第3号窯 出土炭 ヒ材 1230=L50 675-896 (97%) Iハロ代-53 β

御坊山 l号窯 f 奈良～平安 炭窯出土炭化材 木炭61 1290=L70 638894(99%) PAL967 19

2号窯 g 奈良～平安 炭窯出土炭化材 木炭27 1210三L70 681-905 (85%) RttL970 β

※暦年較正にはCALIB 4 4を 使用した。
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表
 
開
ヶ
丘
狐
谷
Ⅲ
遺
跡
竪
穴
住
居
一
覧
(1
)

邑
し
lo
斤
在
区
Z内
遺

毒
数
遺
構
番
号

住
居

炉
所
属
時
期
所
属
群

所
見

平
面
形
長
軸
(m
)
短
軸
(m
)
壁
高
(m
)
床
面
積
(H
i)
主
柱
穴

貼
床

種
類

平
面
形
長
軸
(m
)
短
軸
(m
)

1
A区
1棟

S1
01
]形

44
0

13
紹
Э

4
有
 2
 c
n
石
組
炉

長
方
形

07
0

05
5

“

葉
南
柱
穴
間
に
溝
が
廻
る

2
B区
1棟

S1
01
r整
楕
円
形
32
0

25
0

43
3

4
征 ヽ

石
紅
炉

円
形

04
4

0
37

宇
葉

南
小
型
の
住
居

3
D区
3棟

弓
形

56
0

03
8

23
70

6o
r7

石
組
炉

長
方
形

06
6
中
葉

南
柱
穴
間
に
溝
が
廻
る
、
棚
状
施
設
か
ら
磨
製
石
斧
 
耳
栓
が
出
土

4
¬
形

54
0

03
5

18
95

5
地
床
炉

楕
円
形

13
2

中
乗

南
建
替
え
痕
跡
あ
り

5
S1
04
日
九
方
形

48
0

04
3

推
22
00

石
組
炉

長
方
形

中
菜

南
炉
に
土
偶
据
え
る
、
棚
状
施
設
、
柱
穴
間
に
溝

6
E区
31
棟
S1
01
ヨ
形

63
0

権
28
7

焼
上
の
み
確
認

前
葉
前

南
ロ
ー
ト
状
ピ
ッ
ト
有

7
ヨ
形

03
3

6
有
 l
 c
ll
地
床
炉

楕
円
形

前
葉
後

壁
際
に
溝
が
廻
る
、
望
C実
施

8
S1
03
ヨ
形

13
85

5
鉦 【

検
出
で
き
ず

中
業
前

ロ
ー
ト
J夫
ピ
ッ
ト
有

9
有
円
形

16
90

4
鉦 【

地
床
炉
?(
抜
石
し
た
石
組
炉
の
可
能
性
有
)

前
葉
後

E―
S1
09
 1
0を
切
る

宿
円
形

01
6

推
16
88

5
征 （

検
出
で
き
ず

前
葉
後

E―
S1
14
に
切
ら
れ
る
、
土
偶
出
土

11
S1
06
有
円
形

推
26
08

5
鍵 ト

検
出
で
き
ず

中
葉

E―
S1
14
に
切
ら
れ
る

S1
07
有
円
形

18
56

6
儀 【

地
床
炉

長
方
形

10
0

07
4
中
葉
前

13
青
円
形

01
3

15
45
5o
r6
?
饉 ト

検
出
で
き
ず

前
棄
後
?

]形
推
28
,醐

5
住 ¨

地
床
炉
?(
抜
石
し
た
石
組
炉
の
可
能
性
有
)

前
葉
前

E―
SI
l1
4に
切
ら
れ
る

S1
10
青
円
形

45
11

02
0

16
50

6
鉦 ヽ

地
床
炉

楕
円
形

中
葉
前

E‐
S1
11
を
切
る

16
S1
11
有
円
形

57
0

推
26
44

髄 ト
焼
上
の
み
確
認

前
葉
前

B―
S1
04
 1
0に
切
ら
れ
る
、
石
製
垂
飾
品
出
土

17
S1
13

弓
形

36
0

推
11
60

4
征 い

石
組
炉

中
葉
後

南
土
器
敷
炉
、
貯
蔵
穴
(?
)有

S1
14
ヨ
形

60
0

59
0

推
25
66

4
征

焼
上
の
み
確
認

中
葉
前

S1
15

ヨ
形

59
0

17
10

6
有
 2
 c
tr
石
組
炉

円
形

03
0

03
0
前
業
後

壁
際
に
溝
力
測
る
、
ロ
ー
ト
状
ピ
ッ
ト
有

S1
16
宥
円
形

53
0
46
0

17
20

6
笙 ト

地
床
炉

円
形

前
葉
前

壁
際
に
溝
が
廻
る
、
ロ
ー
ト
1/
ri
ピ
ッ
ト
有

2〕
S1
17
F整
形

50
0

02
9

推
16
80

4
征 【

石
組
炉

楕
円
形
?

中
葉
後

南
柱
穴
間
に
溝

22
S1
18
吉
円
形

62
0

55
0

25
37

4
範 ヽ

地
床
炉
?(
抜
石
し
た
石
組
炉
の
可
能
性
有
)

前
葉
前

S1
19
骨
円
形

63
0

推
28
27

6
色 〔

地
床
炉

前
葉
前

S1
20
楕
円
形

7
有
 3
 c
m
地
床
炉

円
形

05
4

前
葉
後

壁
際
に
溝
が
廻
る
、
ロ
ー
ト
状
ピ
ッ
ト
有

S1
21

不
明

3_
84

0熟
推
86
5

鉦 【
地
床
炉
?(
抜
石
し
た
石
組
炉
の
可
能
性
有
)

中
葉
前

南
一
部
の
み
調
査

S1
24
隋
円
形

推
19
44

5
鉦 ト

焼
土
の
み
確
認

中
葉
前

南

S1
25
楕
円
形

推
24
33

7?
鉦 ヽ

焼
土
の
み
確
認

中
葉
前

S1
26
隅
九
方
形

40
Э

40
0

02
8

推
84
0

征 ト
石
組
炉

長
方
形

07
8

中
葉
後

南
一
部
の
み
調
査
、
焼
失
住
居
の
可
能
性

S1
27
円
形

09
6

推
74
5

鉦 ヽ
検
出
で
き
ず

前
葉
後

一
部
の
み
調
査
、
ロ
ー
ト
状
ピ
ッ
ト
有

円
形

44
0

39
0

03
4

推
77
5

鉦 一
石
組
炉

長
方
形

08
2

05
0
中
葉
後

南
F―
S1
01
を
切
る
、
E 
SК
%に
切
ら
れ
る
、
焼
失
住
居
の
可
能
1■

S1
31
楕
円
形

62
0

54
0

00
9

推
24
64
5o
r6
?
征 ト

地
床
炉
?(
抜
石
し
た
石
組
炉
の
可
能
性
有
)

前
葉

S1
32
円
形

57
0

54
0

00
8

推
23
50

5
従 ト

焼
土
の
み
確
認

前
葉

S1
33
楕
円
形

64
0

推
26
00

6
鉦 〔

地
床
炉

円
形

05
8

前
乗

E―
S1
35
に
切
ら
れ
る

S1
34
精
円
形

49
0
48
0

推
22
62

3
征 ヽ

検
出
で
き
ず

前
葉

S1
35

円
形

68
0

推
34
04

5
征 一

地
床
炉

長
方
形

前
葉

】ヒ
E 
S1
33
を
切
る

S1
36
円
形

推
30
36

5
鉦 ヽ

地
床
炉

前
葉

】
ヒ
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開
ヶ
丘
狐
谷
Ⅲ
遺
跡
竪
穴
住
居
一
覧
(2
)

通 醜
所
在
区
区
内
遺

構
数
遺
構
番
号

lI
居

kF

所
属
時
期
所
属
群

所
見

平
面
形
長
軸
(m
)
短
軸
(m
)
壁
高
(m
)
床
面
積
(ポ
)
主
柱
穴

貼
床

種
類

平
面
形
長
軸
(m
)
短
軸
(m
)

F区
14
棟

丹
九
方
形

73
0

55
0

32
51

6
有

石
組
炉

長
方
形

16
5

0紹
Э
中
葉
後

南
H1
4E
―
S1
28
 2
9と
し
て
調
査
、
E 
S1
26
 S
13
01
こ
切
ら
れ
る
、
柱

穴
間
と
壁
際
に
溝
が
廻
る
、
壁
際
に
柱
穴
有
、
大
型
石
組
炉
、
三
角
躊
形

土
製
品
 
滑
石
製
玉
出
土
、
HC
実
施

S1
02
楕
円
形

52
0

盛 い
地
床
炉

円
形

前
葉

南
住
居
内
ビ
ッ
ト
よ
リ
ー
対
の
耳
栓
出
土
、
HC
実
施

隅
丸
方
形

31
10
以
上

推
94
0

4o
r5

髄 ト
地
床
炉
長
方
形
04
3

前
葉

南
Hヒ
部
風
倒
木
に
よ
り
撹
乱
、
HC
実
施

S1
04
楕
円
形

推
56
0

推
46
0

推
20
16

7
征 ト

地
床
炉

円
形

05
0

前
葉
後

H1
4E
―
S1
23
と
し
て
調
査
、
柱
穴
内
よ
り
土
偶
出
土

楕
円
形
or
方
形
推
40
0

推
30
0

推
11
35

征 【
地
床
炉
楕
円
形

03
5

中
期

南
柱
穴
と
地
床
炉
の
み
検
出
、
SK
07
に
切
ら
れ
る
、
MC
実
施

42
S1
06

円
形

推
19
00

右
石
組
炉

長
方
形
07
8

06
0
中
業
後

南
SB
01
を
切
る
、
HC
実
施

S1
07
隅
丸
方
形

推
91
5

4
有
(一
部
)
地
床
炉

長
方
形
04
0

0
30

中
葉

南
Lc
実
施

S1
08
円
形

有
石
組
炉

長
方
形

中
葉
後

南
H1
4E
 S
K2
0と
し
て
調
査
、
小
型
の
住
居
、
稟
C実
施

45
楕
円
形

05
5

4
有

範 一
中
葉

南
小
型
の
住
居
、
住
居
中
央
が
一
段
低
く
な
る
、
HC
実
施

46
隅
九
方
形

02
5

4
有

地
床
炉
楕
円
形

中
葉

南
小
型
の
住
居
、
壁
際
に
溝
が
廻
る
。
MC
実
施

47
隅
九
方
形

02
5

17
60

6
有
(一
部
)

焼
土
の
み
確
認

中
葉

南
ロ
ー
ト
状
ピ
ッ
ト
有
。
壁
際
に
溝
が
廻
る
、
HC
実
施

48
S1
12
隅
九
方
形

04
2

29
05

6
鉦 〔

「
(1
)地
床

"

楕
円
形

中
葉

南
炉
3基
検
出
。
石
組
炉
は
隣
接
す
る
。
長
軸
上
に
地
床
炉
 
石
組
炉
2基

ロ
ー
ト
状
ピ
ッ
ト
が
並
ぶ
。
HC
実
施

炉
(2
)石
組
″
円
形

「
(3
)石
組

"

川
形

03
5

03
5

S1
13
楕
円
形

推
25
0

推
21
0
03
0

推
35
0

4
有

石
組
炉

長
方
形
08
4

05
4

中
葉

南
小
型
の
住
居
、
HC
実
施

隅
九
方
形

3烈
Э

37
0
05
0

82
0

4
征

地
床
炉
楕
円
形

中
葉

南
壁
際
に
柱
穴
有
、
口
C実
施

51
G区
19
棟

円
形

56
5

48
5

23
60

征 【
石
組
炉

長
方
形

0
72

中
菜

南
H1
4E
―
S1
12
と
し
て
調
査
、
炭
窯
に
切
ら
れ
る
、
土
器
敦
炉
、

2重
柱
穴
、
柱
穴
間
に
溝
、
吊
手
土
器
出
土

隅
丸
方
形

39
2

10
90

征 ト
石
組
炉

長
方
形
08
0

0路
中
葉

南
土
器
敷
炉
、
小
穴
が
壁
外
に
廻
る

楕
円
形

32
0

11
00

6o
r7

鉦 一
石
組
炉
長
方
形
10
2

中
葉

南
土
器
敷
炉
、
柱
穴
間
に
溝
が
廻
る

54
円
形

88
0

4
鉦 ヽ

石
組
炉
長
方
形
06
6

05
0

中
葉

南
土
偶
出
上
、
SB
03
と
重
複

円
形

54
0

8
征 い

地
床
炉
楕
円
形

中
葉

南
CS
宅
6 
27
に
切
ら
れ
る

S1
06
隅
九
方
形

53
8

38
4

18
80

6
征 ト

掘
り
込
み
に
り
消
滅
?

中
葉

南
G 
Sp
2を
切
る
、
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